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 運動会種目の中にもある一輪車を休み時間に練習しようとしていた 1・2年生の会

話です(運動会前の話です)。 

 2 年生のあおちゃんが、自分のと間違えて璃依紗ちゃんの一輪車を置き場から押 

して出てきました。それを見て、 

  【璃依紗ちゃん】「それ、璃依紗ので。」 

  【あおちゃん】 「ほんと。」 

  【璃依紗ちゃん】「取ってくれてありがとう。」 

すると、あおちゃんは、その一輪車を璃依紗ちゃんに渡し、自分の一輪車を取りに置

き場に向かいました。そして、二人が一輪車を出してきて、校庭で仲良く練習を始め

ました。 

幡多の太陽  当初、運動会を予定していた 22 日は、悪天候のため、順延としました。天気

予報によると、23 日も朝のうちは、雨が残りそうだったので心配していたので

すが・・・。「台風一過」素晴らしい晴天の下で運動会を行うことができまし

た。たくさんの保護者や地域の皆様の温かい声援もあり、子どもたちも最後ま

で一生懸命に競技や係の仕事に取り組むことができました。また、早朝よりの

運動会の準備、そして、片付けと保護者の皆様にはとてもご協力していただき

ました。ありがとうございました。おかげで、素晴らしい運動会を行うことが

できました。 

 昨年度より、本校は防災教育に力を入れて取り組んでいます。今年の運動会

でも防災教育に関する種目を入れました。 

 6 年親子の「親子!真

剣勝負!」では、なぜか

チコちゃんも出場し

てくれました。とても

盛り上がりました。 

 

一輪車置き場は校長室のすぐ東側にあり、子どもたちの

声がよく聞こえます。運動会の種目の中に「一輪車競争」

というのがありました。その練習を自主的に休み時間にし

ようとしていたところでの話です。これを聞いていて、と

ってもほのぼのと感じました。間違えて持って行っていた

ら、ふつうなら、「それ、わたしので。間違えんといてや。」

とか言いそうなものです。しかしながら、この時の璃依紗

ちゃんは、「取ってくれてありがとう。」と言うのです。

取ってくれたのではなく、間違えていた、このことが璃依

紗ちゃんには分かっていたにもかかわらず、このように言

えるというのが素晴らしいなあと思います。 

心が温かくなった一場面でした。 

左の写真は、運動会で一輪車競技を頑張っている二人です。 

10 月 21 日(月) 3・4年 算数の研究授業   14:10～14:55  
10 月 30 日(水) 5・6年 防災学習研究授業  13:15～14:00 
 
 研究授業を上のような日程で行います。参観したい保護者、地域の方がいらっし

ゃいましたら、どうぞ来てください。授業は各教室で行います。 

1～4 年生の団体種目「めざ

せ防災マスター」です。ペ

ットボトルを竹で挟んで運

んでいます。 

5・6 年生親子競技の「南海

トラフ地震に備えちょき」

です。指定された救援物資

を探し出し、運んでいます。 

1～4 年生の個人種目「防災

リーダー」です。地震や津

波からの命を守る行動をと

った後、逃げる声かけをし

ます。 

幡陽小伝統の鼓笛パレ

ードです。息の合った

演奏、演出ができまし

た。 

5・6 年生が中心となって休み時間

などにも頑張ってきた応援。みんな

の気持ちが一つになっていました。 

全校児童によるダンス

「タッタ」です。この後、

防災ダンス「さるさるサ

ンバ」も踊りました。 

 アイスクリーム・飲み

物の販売、保護者の皆

様、ご苦労様でした。 

 



 

 


